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研究成果の概要（和文）： 本研究は、寄生性等脚類の中で様々な群の出現に着目して付属肢と眼の形態やそれ
らの有無、体節の癒合状態などの形態と寄生場所の選択や転換および宿主の選択などの生態学的特性と合わせて
議論を展開し、分類学的研究を通して寄生虫学全体に貢献しようとする研究課題であった。等脚目の系統分類学
的研究を通して、自由生活から外部寄生や内部寄生に至った過程、どのようなイベントが起こったのか、さらに
それは寄生虫全体に当てはめることができるのかを明らかしようとした。全国の博物館施設等で標本調査、調査
船を使った採集調査を行った結果、多くの寄生性等脚類を得ることができた寄生適応の程度について記録するこ
とができた。

研究成果の概要（英文）：This study focused on the occurrence of various taxa of parasitic isopods 
and discussed the morphology of appendages and eyes, their presence or absence, and the fusion state
 of body segments, together with ecological characteristics such as selection of parasite sites, 
conversion, and host selection, in an attempt to contribute to parasitology as a whole through 
taxonomic research. Through phylogenetic and taxonomic studies of isopods, I attempted to clarify 
the process from free-living to external and internal parasitism, what events occurred, and whether 
these events could be applied to parasites as a whole. As a result of specimen surveys and 
collection surveys using research vessels and at museum facilities, I was able to obtain many 
parasitic isopods and describe the degree of parasitic adaptation.

研究分野： 海洋生物学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は動物の自由生活性から寄生生活性への進化プロセスを明らかにすることである。その中でも等脚目甲
殻類では、生活史のほとんどで寄生生活を行う群から生活史の一部で寄生生活を行う群を含み、また形態に様々
な程度の寄生適応がみられることから当該課題の解明に適した材料である。今回の成果では目全体の系統関係や
進化プロセスを明らかにするところまでは行かなかったが、個別の分類群の形態の寄生適応の程度を検討するこ
とができた。他の分類群の寄生性動物のデータと比較することによって、より一般的な議論に発展させることが
できるものと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 等脚目はフクロエビ上目に属する甲殻類である。体長は１ｍｍ以下の微小なものから 40 ㎝
になる大型のものまである。浅海から深海までの海域、汽水域、淡水域や陸域に生息し、自由
生活性の群、生活史のほとんどの期間にホストに取り付いて寄生生活を行う群、ホストに一時
的に取り付いて寄生生活を行う群、捕食的な寄生ではなく体表に便乗する群など様々な生活様
態を示す。寄生する群では主に魚類と甲殻類に寄生し、ホストの体液を吸うなどする。生活史
のほとんどの期間にホストに取り付いて寄生生活を行う群では形態に寄生適応がみられる。眼、
付属肢の退化や欠失、色素の減少や欠失が様々な程度にみられる。また、メスでは運動能力の
低下に伴う体節の融合が度々生じる。一方、オスでは通常、高い運動能力を保持している。様々
な群で様々な程度の寄生適応がみられ、究極の寄生適応がみられるカニ類等に寄生するカニヤ
ドリムシ類ではメスは抱卵部位が大型で袋状に発達し、それ以外の体部では等脚目の基本体制
のほとんどを認めることができない。カクレヤドリムシ類ではメスは抱卵部位以外は極めて退
化的で成熟した個体では付属肢の痕跡を認められる程度か全く欠失している。分子データによ
る解析が発達していなかった時代には形態から全く異なる系統のフクロムシ類に所属させられ
ていた群さえ存在する。アミヤドリムシ類では上記２つの群よりは体節構造をのこしているが、
付属肢の数は減少し、体節はさまざまな程度に融合している。一方でウオノエ類では生活史の
ほとんどをホストの魚類に取り付いて生活するが、ホストへの寄生後も体節構造は保持してい
る。ただし、触角の縮小などが認められる。これまでに述べた寄生性の群はいずれも成熟した
メスではホストから離れて泳いだり移動することはできない。一方でグソクムシ類は魚類の体
表に取り付いて体液を吸う寄生性の群であるが、体の構造は自由生活性のスナホリムシ類とほ
とんど変わらない。そのため、成熟したメスであっても高い運動能力を有しており、遊泳する
ことも可能である。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、様々な程度に寄生生活に適応した多くの種を含む等脚目甲殻類を用いて、自由生
活性等脚類から寄生性等脚類への進化の道筋と寄生生活に適した形態の適応的意義について明
らかにすることである。特に寄生性等脚類の中で様々な群の出現に着目して付属肢と眼の形態
やそれらの有無、体節の癒合状態などの形態と寄生場所の選択や転換および宿主の選択などの
生態学的特性と合わせて議論を展開する。特定の分類群の分類学的研究を通して寄生虫学全体
に貢献しようとする研究課題である。 
 
３．研究の方法 
 本研究では等脚目の研究を通して、自由生活からどのようにして外部寄生や内部寄生に至っ
たのか、そしてその中でどんなイベントが起こったのか、さらにそれは寄生虫全体に当てはめ
ることができるのかを明らかしようとする。具体的には研究期間内に標本・採集調査、室内実
験を行い、分類・系統学的研究を行うことによって等脚目の亜目、上科、科、属間の系統仮説
を提出する。標本調査は各地の博物館施設などで行った。特に寄生性等脚類については魚類お
よび十脚目甲殻類（エビ・カニ類）標本の中から寄生性等脚目に罹患しているものを探し出し
た。ホストから寄生虫を摘出する。採集調査では大学附属の練習船航海に参加し、日本近海で
ドレッジ、ビームトロール、ソリネットにより等脚目の採集を行った。また、沿岸域で見つけ
採りによって採集を行った。形態形質に基づいて分類学的研究を行い、解剖→プレパラート作
成→観察→同定→記載の順で進めた。実体顕微鏡下で解剖した後、スライドグラス上にガムク
ロラールで封入し、生物顕微鏡を用いて形態観察を行った。また、走査型電子顕微鏡を用いて
剛毛や体表の微細構造の観察を行った。以上の標本調査と採集調査によって得られた等脚目の
情報と野外調査によって得られた標本から得られた情報に基づいて系統学的研究を行った。 
 
４．研究成果 
本研究では等脚目の系統分類学的研究を通して、自由生活からどのようにして外部寄生や内

部寄生に至ったのか、そしてその中でどんなイベントが起こったのか、さらにそれは寄生虫全
体に当てはめることができるのかを明らかしようとした。全国の博物館施設等で標本調査、調
査船を使った採集調査を行う予定であったが、新型コロナ感染拡大防止のため、一部は中止・
延期となった。そのような中、人数制限を行った上で三重大学附属練習船勢水丸で調査航海を
2 度実施した。調査海域は熊野灘でドレッジによる底質採取を行った。採集調査により多くの
十脚目甲殻類を得たがカニ類、スナモグリ類、エビ類の鰓腔内に寄生するエビヤドリムシ類を
それぞれ雌雄のペアで採集することができた。また、和歌山県白浜周辺の調査でヤドカリ類と
エビ類の鰓腔内に寄生するエビヤドリムシ類の１ペアをそれぞれ得ることができた。得られた
エビヤドリムシ類の全てで体節の融合、色素の欠失、付属肢の退化などがみられた。また、駿
河湾から採集されたアミヤドリムシ類では背面から観察すると頭部は確認できるが、胸部全て
の背板が融合していることが観察された。得られたアミヤドリムシ科の個体は抱卵した雌のみ
であり、雄は発見されなかった。雌個体は体が紡錘形である点、他の体節から区別できる頭部



を持ち、中央に凹みのある頭部を持つ点、頭部と第 1～3胸節の側方が尖る点、腹部の末端が丸
い点からサクラノエボシと同定された。宿主は，発光器を持たず、雄性生殖器の腹側突起が幅
広い葉状であるなどの特徴を有すことからヒロハサクラエビと同定された。外部形態はこれま
での論文で示された形質と全て一致したが、体色はこれまでの記録と違いがみられた。今回得
られたサクラノエボシの体色は宿主の体色に近い橙色であった。原記載論文での体色の報告は
アルコール液浸標本に基づいたものであり、雌は黄色味を帯びた白色と記述されている。その
ため、生時の体色は長らく不明であったが、Huang et al.(2018)が新鮮な個体の体色を初めて
示した。それによると、台湾の水深 80～120 m から得られたサクラエビに寄生している本種の
雌の体色は薄い黄色あるいは黄色であると報告している。Huang et al. (2018) には赤みを帯
びた白色のサクラエビに薄い黄色のサクラノエボシが寄生した状態のカラー写真が掲載されて
いる。なお、Huang et al. (2018)では台湾産の他に九州西方沖の水深 380～386 m から得られ
たサクラエビからの採集記録を報告している。九州西方沖の標本（北九州市立自然史・歴史博
物館の収蔵標本）の体色については Huang et al.(2018)では言及されていなかったが、その個
体の採集直後の写真を下村が撮影していたため確認すると体色は橙色をしていた。漸深海帯に
生息する生物は分類群を超えて赤色系統の体色をもつ傾向があり、赤色の光が減衰する漸深海
帯において捕食者の眼を逃れるのに有利と考えられている。サクラノエボシの体色も捕食者か
ら身を守る隠蔽色として機能していることを示すものかもしれない。本来であれば同じ条件下
で写真撮影を行わなければならないが予報として報告した。今後，定量的な手法で体色を記録
して解析を行えば，さらに厳密な議論を行うことができるであると考えられた。さらに、クラ
ゲ類と共に生活するオナシグソクムシ類の形態観察を行った。オナシグソクムシ類では眼の退
化（深海適応）などがみられたが、体部の体節や付属肢はよく発達していた。しかし、成熟し
たメスでは遊泳能力を欠くことが確認された。コロナ禍の影響で採集・標本調査の中止や短縮
を余儀なくされたこともあり、網羅的に十分な標本を得ることが困難であった。そのため自由
生活性の群から寄生性の群までの進化プロセスを議論するまでには至らず、個別の分類群の寄
生適当の形態の検討に留まった。 
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